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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

エ
ビ
の
屋
外
養
殖
の
難
関
「
冬
場
対
策
」
に
取
り
組
む

私
は
約
二
年
半
の
パ
ラ
グ
ア
イ
ボ
ー
ト
会
社
で
の
勤
務
を
終
え
、
今
年
の

一
月
に
レ
ダ
に
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
以
前
か
ら
「
養
殖
で
世
界

の
飢
餓
問
題
の
解
決
に
貢
献
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
レ

ダ
で
パ
ク
ー
や
エ
ビ
の
養
殖
を
や
っ
て
い
る
こ
と
、
レ
ダ
で
若
い
人
材
を
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
レ
ダ
に
行
く
こ
と
を
決
心
し
ま
し
た
。
同
じ

パ
ラ
グ
ア
イ
に
い
な
が
ら
、
レ
ダ
に
来
る
こ
と
に
な
る
と
は
想
像
も
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
当
に
天
の
導
き
を
感
じ
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

レ
ダ
に
来
て
か
ら
は
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
養
殖
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
私

自
身
不
足
な
が
ら
も
、
歴
代
の
担
当
者
の
方
々
が
残
し
て
く
だ
さ
っ
た
貴
重

な
デ
ー
タ
を
基
に
、
日
々
勉
強
し
、
成
功
や
失
敗
を
経
験
し
な
が
ら
、
少
し

ず
つ
学
ん
で
き
ま
し
た
。

今
、
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
養
殖
に
は
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

「
配
合
飼
料
の
コ
ス
ト
削
減
」
「
地
下
塩
水
の
利
用
」
「
種
苗
生
存
率
ア
ッ

プ
」
「
販
売
権
取
得
」
「
冬
場
対
策
」
な
ど
で
す
。
そ
の
中
で
今
回
は
「
冬

場
対
策
」
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
は
水
温
が
14
℃
を
下
回
る
と
斃
死(

へ
い
し)

し
て
し
ま

う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
冬
場
に
屋
外
で
飼
育
す
る
こ
と
に
は
リ

ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
亜
熱
帯
に
位
置
す
る
、
比
較
的
暖
か
な
レ
ダ
の
気
候
で

も
、
冬
に
は
最
低
気
温
が
10
℃
を
下
回
り
ま
す
。

冬
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
冬
場
の
寒
さ
を
ど
う
克
服
す
る
の
か
と
い
う
課
題

が
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
冬
場
対
策
に
つ
い
て
の
話
を
し
て
い

る
時
に
、
ふ
と
二
つ
の
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮
か
び
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
「
養
殖
池
の
水
位
を
で
き
る
だ
け
高
く
維
持
す
る
」
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
水
が
冷
え
る
の
を
遅
く
し
ま
す
。

二
つ
目
は
、
「
い
つ
も
水
温
が
あ
る
程
度
保
た
れ
て
い
る
『
川
の
水
』
を
、

一
日
の
中
で
最
も
気
温
が
下
が
る
夕
方
か
ら
朝
に
か
け
て
、
養
殖
池
に
流
し

続
け
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
こ
で
今
年
の
四
月
か
ら
川
の
水
温
を
測
り

始
め
ま
し
た
。
レ
ダ
の
川
岸
で
パ
ラ
グ
ア
イ
川
か
ら
取
っ
た
水
の
温
度
は
、

気
温
が
40
℃
を
超
え
る
日
に
も
30
℃
以
下
に
保
た
れ
、
逆
に
気
温
が
10
℃
近

く
に
下
が
っ
て
も
水
温
は
20
℃
を
下
回
っ
て
い
ま
せ
ん
。

水
温
が
あ
ま
り
下
が
ら
な
い
理
由
は
、
川
の
流
れ
の
中
で
は
常
時
複
雑
な

対
流
が
生
じ
る
こ
と
、
ま
た
パ
ラ
グ
ア
イ
川
が
、
赤
道
に
近
い
、
よ
り
暖
か

い
地
方
か
ら
レ
ダ
へ
と
流
れ
て
く
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
ら
の
方
法
で
、
今
年
の
初
冬
に
入
り

(

六
月
上
旬
現
在)

、
気
温
の

低
い
期
間
に
試
し
た
と
こ
ろ
、
早
朝
の
気
温
が
11
℃
の
と
き
、
養
殖
池
の
水

温
を
最
低
で
も
18
℃
以
上
に
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（
四
面
に
続
く
）

レダの若きパイオニア
川久保安史(かわくぼやすし)君

エビの養殖研究に勤しむ川久保君。エビの幼生を観察。



2020年パクー稚魚放流式
プエルト・レダ 6月13日

放流式は恒例通り飛行場北端の岬で。

稚魚の放流後、それぞれ記念撮影。

数名ずつバケツを持って放流する。 従業員のマリアデーシーさんも放流。 海軍派出所の軍人も放流を楽しむ。

前もって午前中に、養殖池からパクーの稚魚を網で取り出した。

放流式の感動を語りつつ、美味しい焼肉とマンディオカを口に。テントの設営作業も、青年たちが中心になって実行。

今年度のパクー稚魚放流式は、青年たちが中心となって準備を進め、実行され
た。式典は当日午後、岩澤所長のメッセージで開始。右は司会の竹内君。巨大
パクーのオブジェも、青年たちがヤシの枝を用いて作った。

放流した稚魚の平
均体長は約15cm。



レダ基地スナップ

パクー養殖飼料のロウヤシの実を準備する作業。6月6日 プエルト・カナンの放牧基地。6月7日

豚ランドを囲う柵を造る作業チーム。6月3日 皆でエビの串焼きを試食する。従業員食堂にて、5月15日

調理前のエビ。串焼きに。5月15日食材を管理する大和田氏。5月18日

豊村氏が釣ったドラド。6月7日 岩澤所長と伊達氏の釣果。5月17日

タロイモ田で作業する図師氏。5月16日

岩澤所長と海軍の新赴任者が会食。6月2日



会員の皆様へ
会員の皆様には、周囲の方々にレダ・プロ

ジェクトを紹介し、入会の案内をしていただけ
れば幸いです。紹介用のパンフレット（印刷
済み）、および入会申込書は、左記の事務
局にお申しつけください。

入会申し込みは、
左のQRコードから、
グーグルフォームで
も行えます。
パソコンでは、下
記のURLにアクセ
スしてください。

https://asd-nsa.com/nk/

一般社団法人
南北米福地開発協会 事務局
〒213-0001
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E-メール:office@asd-nsa.com
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Facebook:https://www.facebook
.com/ledaproject.jp/

埋
め
る
つ
も
り
で
活
動
し
続
け
る
所
存
で
す
。

不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
日
々
精
進
し
、
レ
ダ
に
か
け
ら
れ

た
天
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
に
、
こ
の
地
を
守
り
、
発
展
さ

せ
る
事
に
、
共
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
久
保
安
史
（
か
わ
く
ぼ
や
す
し
）
■
（
編
注
：
こ
の
連
載
記

事
は
、
若
者
個
人
の
日
常
生
活
、
心
情
、
抱
負
な
ど
を
紹
介
す
る
も

の
で
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
レ
ダ
基
地
運
営
の
基
本
方
針
を
必
ず

し
も
代
表
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
に
含
ま

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。)

レダ・プロジェクト紹介用
パンフレットPDF版

紹介用パンフレットは、ネット
でも入手いただけます。
スマホなどの
端末で、また
は印刷してク
リアファイルに
入れてどうぞ。

エ
ビ
養
殖
の
冬
場
対
策
研
究
（
一
面
よ
り
続
く
）
ま
だ
安
心

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ま
ま
の
調
子
で
い
け
ば
、
冬
場
に

お
け
る
養
殖
池
で
の
飼
育
が
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

冬
場
に
わ
ざ
わ
ざ
屋
外
の
養
殖
池
で
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
を

飼
育
し
よ
う
と
す
る
の
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。

一
．
屋
内
で
飼
育
す
る
の
に
は
、
多
く
の
手
間
と
光

熱
費
、
人
件
費
な
ど
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

二
．
現
在
、
屋
内
で
飼
育
す
る
た
め
の
場
所
が
少
な

く
、
限
ら
れ
て
い
る
。

三
．
屋
外
の
池
は
、
自
然
の
餌
や
、
水
質
を
維
持
し

て
く
れ
る
微
生
物
が
多
く
存
在
す
る
た
め
、
エ
ビ
の

成
長
に
と
っ
て
よ
り
良
い
環
境
が
揃
っ
て
い
る
、
な
ど
で
す
。

現
在
は
、
実
験
す
る
べ
き
内
容
が
多
い
た
め
、
屋
内
飼
育

に
多
く
の
コ
ス
ト
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
冬
場

に
池
で
の
飼
育
が
可
能
に
な
れ
ば
、
孵
化
か
ら
ポ
ス
ト
ラ
ー

バ
（
稚
エ
ビ
）
に
な
る
ま
で
の
幼
生
期
間
以
外
、
通
年
で
屋

外
の
池
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
生

産
性
を
上
げ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
の
抱
負
を
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は

レ
ダ
に
来
た
当
初
か
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
は
な
く
「
献

身
」
し
た
つ
も
り
で
来
ま
し
た
。
叶
う
な
ら
ば
こ
こ
で
骨
を

https://asd-nsa.com/sk/

第
21
回
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
研
修
会
延
期
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
同

研
修
会
（
ワ
ン
デ
イ
セ
ミ
ナ
ー
）
は
10
月
３
日
（
土
）
に
再

延
期
い
た
し
ま
す
。
会
場
（
東
京
代
々
木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
棟
４
階
）
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
参
加
費(

２
０
０
０
円)
等
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

万
一
の
状
況
に
よ
り
再
延
期
と
な
る
場
合
は
、
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
27
回
環
境
問
題
研
究
会
セ
ミ
ナ
ー
延
期
の
お
知
ら
せ

同
じ
理
由
に
よ
り
、
９
月
５
日
（
土
）
に
再
延
期
い
た
し

ま
す
。
講
師
、
テ
ー
マ
、
会
場(

川
崎
市
の
大
山
街
道
ふ
る
さ

と
館
３
階)

、
時
間(

午
後
１
時
半
～
４
時)

、
参
加
費(
無
料)

等
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
状
況
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合

は
、
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

左より、岩澤所長、川久保君、青木氏。3月15日

成長したエビ用のチップ飼料を作る。6月3日


